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⾼温ガス炉⽔素・電⼒コジェネレーションシステムの研究
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電源喪失や配管が破損するよう事故時にも、
⾃然に⽌まり、冷え、放射性物質が閉じ込められる
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冷却材喪失からの経過時間（⽇）
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被覆燃料を加熱した実験結果

⿊鉛構造材

ヘリウム冷却材

優れた安全性優れた安全性 多様な産業利⽤多様な産業利⽤

世界初の原⼦⼒エネルギーによる⽔素・電⼒コジェネレーション実証に向けた研究世界初の原⼦⼒エネルギーによる⽔素・電⼒コジェネレーション実証に向けた研究

950oCの⾼温熱を供給可能で、⽔素製造、発電、
海⽔淡⽔化等幅広い熱利⽤が可能

再エネとの調和性に優れた⾼温ガス炉システムの研究再エネとの調和性に優れた⾼温ガス炉システムの研究
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⽔素製造プラント事故時の
原⼦炉の安全性向上に資する研究

発電効率50％
閉サイクルヘリウムガスタービンの

制御に関する研究
最先端の⾼温ガス炉の試験研究炉
HTTRを⽤いた⾼温ガス炉の
安全評価⼿法に関する研究

原⼦炉熱出⼒ ︓3万kW
原⼦炉出⼝温度 ︓950℃
冷却材圧⼒ ︓4MPa

再エネ⼤量導⼊下の
⾼温ガス炉⽔素・電⼒コジェネレーシンシステムによる

電⼒需給調整に関する研究
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⾼温ガス炉⽔素・電⼒コジェネレーシンシステムの
負荷追従制御に関する研究
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